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3．自動草排出ガス調査

4占年度、47年度にひきつづき、県下2ロ首主要交差点のベ54地点において、自動車排出

ガスについて調査を行なった。

記査項目と測定、分析方法ほ次のとおりである。

①　…酸化炭素

a）連続調査　自動測定装置（日立堀場一非分散赤外線分析方式）を用いて交差点の大気を

はぼ1ケ月測定した。

b）随意調査12遵式自動サソプラーを用いて24時間採気し、罪分散赤外線分析方式で

、分析した。

（∋：窒素酸化物

24時間連続自動採取装置で採気し、ヤコブス法で二酸化窒素を分析した。

⑤　鎗

ろ紙に24疇滞大気を吸引しヾ硝泣に溶解、戯縮きせたものを原子数一た法で分析した。

④　交通量

交通量パターン記録計で24時間連続測定した。

結果は以下のとおりである。
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】町

達成測定紅よる一酸化炭素

〒モミこ→、、
総測定

時間数 ‡

有効測 序 均櫨

定日数 夏（p p I℃）

最高値

l（p騨1）

市名 測 定 患　　　 定 期 間　　　 項 目

戸 田　M 国道 1、7 号 各 日通 交 さ点　　　　　　　円 5 月 8日～ 5月2 9 日　　　　　ロ 5 8 0
　 山
1 4 4．0 皿

l

和：光 国道 2 5 4 号バイパス東埼腐 5月　 2日～　 5月5 1 日 占9 5 2 8 4．7 2 0

草　 加 尾 道 4 号 神 明 町 交 さ点 5月　 9 針～・ 5月5 8 日 4 8 5 2 0 5．5 19

所　 沢 金　 山　 町　 交　 差　 点 占月　 4 日′｝　 る月2 9 日 5 9 5 2 5 5．8 15

朝　 霞 国道 2 5 4号税務大学前交さ点　　　　　　　　H 占月　 1日′～・占月5 0 日 占9 8 2 8 要 る．4 2 5

鳩ヶ谷 県道浦和草加線昭和梅交さ点 占月　 1日′｝　 る月5 0 日 ‘＝ ‡ 2 8 7．8 2 ロ

入　 間 国道 1 る号消防署前 文 さ点 7月　 2 日～　 7月5 口日
　 H
占8 5　u 2 8 1．8 7

l新 座 　　　　　　　 u
国道 2 5 、4 号 水 道 適 職 7月 1 2 日－′　8月　 占日 占2 2 2 る 冬1 1 5

i 顔
u

占0 5 2 4 占．7 1 5国 道 1 ア号 蕨 消防 署 前 i 7 月 5 日～ 7月5 て日　　　　　　l

狭　 山 県退所沢入 間線本町交差点 8月用 日｛／ 8月5 柏 l
　 白

5 8 2 妻

2 0 篭

5｛8 1 4

川　 越 国選 2 5 4 号 高階 消防 署 8月　 7 日／〉　 9月　 d 日 アロ4
！
2 9 2・て i 2 〔】

秩　 父 国道 1 2 0 号線上野町交差点 8月 1 5 日′｝　 9月　 占日
　 ‖
5 5 7 － 2 5　u 占．5 1 占

越　 谷 国道 4 号大沢 月丁 目交差点 9月　 る日～ 1 8 月　 2 日
5 5 4 －

2 2
J T 「 占

イ5

行　 田 国 道 1 2　5 号 消 防 署 煎 9月 1 2 日′｝1 0 月　 9 日 占7 2
“

2 8 5．4 1 5

飯　 能 国道 2 9 9 号旧東電前文さ点 9月 1 0 日′〉　 9月5 0 日 4 8 7
口　 2 0

　 占．0

H
1 8

与　 野
i県 道 与 野 停 車 場 線

1 0 月 1 占6 ′｝1 1月 1 5 日 占5 2 2 7 5．2 2 5

岩　 槻 国道 1 2 2 号駅 前通交 さ点 1 0 月2 4 日～ 1 1 月2 5 日 7 10 5 0 4．1 1 8

熊　 谷 市 役 所 r前 通　 り′交 ■さ　点 1 0 月　 4 日′Y l ロ月‾5 1 巨童 る2 9 2 7 4．5 2 2

春日部 国道 4 号 丸 木 屋 前 文 さ点
ロ

1 1月 1 9 日～・1 2 月 1 7 日 　占占4

M

2 7 1 ロ．5 2 る

上 尾 極 道 1 7 号 市 役 所 前通 り

固
1 1月　 7 日′－1 2 月　 7 日 7 4 4 5 1

H　 占．7
2 5
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